平成27年度　再評価調書
１事業概要
	事業名
	服部緑地整備事業

	担当部署
	都市整備部都市計画室公園課公園整備グループ（連絡先　06－6944－9314）

	事業箇所
	・豊中市東泉丘他　　・吹田市春日他

	再評価理由
	事業採択後10年間を経過した時点で継続中

	事業目的
	服部緑地は、昭和16年に久宝寺、大泉、鶴見の各緑地とともに大阪都市計画緑地として計画決定された大阪四大緑地の一つである。大阪府公園基本構想においては「健康と生きがいを支える公園」として位置づけ、豊中市と吹田市にまたがり、千里丘陵の西端に位置する北大阪地域のレクリエーションの拠点となっている。
当緑地は、天然の竹藪、松林と大小10数個の池によって代表される自然環境豊かな公園であり、未整備地も竹林とその景観が残されているが、近年周辺地域の急速な開発が進む中、未整備地の整備の必要性が高まっている。
今回の整備により、既存竹林を保全し、千里丘陵へとつなぐネットワークの形成を図り、地域の環境・景観の保全やレクリエーション機能の充実、自然環境との共生フィールドの醸成、さらには防災公園としての機能充実を行うものである。

	事業内容
	・都市計画決定面積 138.4ha      ・開設済面積　126.3ha （平成26年度末）
・未開設区域面積　　12.1ha　　　・うち、事業認可取得面積　　7.6ha
（認可区域の主な整備予定施設）
散策園路、竹の散策見本園、自然観察ゾーン
（開設済区域の主要な施設）
円形花壇、こどもの楽園、ちかくの森、陸上競技場、プール、野球場、乗馬センター、テニスコート、都市緑化植物園、民家集落博物館、野外音楽堂、レストラン

	事業費
（　）内の数値は
計画時点（又は前回評価時点）のもの
	全体事業費：約218.1億円　[国：72.0億円、府：146.1億円] 
[内訳]用地費　約  86.4億円　工事費　約131.7億円
【工事費内訳：造成費26.3億円、建設費105.4億円】
（全体事業費　約236.0億円 [内訳]用地費　約102.5億円　工事費　約133.5億円）
事業認可区域事業費：約28.5億円
[内訳]用地費　約20.9億円　工事費　約7.6億円
【工事費内訳：造成費0.7億円、施設整備費2.1億円、植栽費4.8億円】
（事業認可予定区域事業費 約88.0億円 [内訳]用地費 約77.0億円 工事費 約11.0億円）　
※前回評価時点（事業認可予定区域）11.0ha　今回再評価時点（事業認可区域）7.6ha

	事業費の変更理由
	・平成23年度都市計画変更（142.0ha→141.0ha）による全体事業費の減
・平成27年度都市計画変更 (141.0ha→138.4ha)　による全体事業費の減
・事業認可区域の精査（11.0ha→7.6ha）による事業認可区域事業費の減
・用地費、工事費の精査による減

	維持管理費
	約202百万円／年（平成26年度指定管理料、未開設地管理費用）


２事業の必要性等に関する視点
	
	【事前評価時点H17】
	【再評価時点H27】
	【変動要因の分析】

	事業を巡る社会
経済情勢等の変化
	開設面積　126.3ha 
	開設済面積　126.3ha
・H18指定管理者制度の導入
・財政再建プログラム案（H20～H23）及びその後の財政構造改革による事業費の圧縮
・東日本大震災を契機として、想定外地震への対応と都市防災の重要性が高まる。

	・平成17年3月後方支援活動拠点として「広域的支援部隊受入計画」を策定
（平成26年4月改定）

	
	【事前評価時点H17】
	【再評価時点H27】
	[image: image1.jpg]


【変動要因の分析】


	地元等の
協力体制等
	○服部緑地において定期的に活動しているボランティア団体は現在8団体あり、服部緑地の特性を活かして独自の活動を行っている。
【主な団体と活動内容】
「竹レンジャー」
　　都市緑化植物園で始まったボランティア団体で、竹林を対象として竹林の管理や竹炭づくり、竹を使ったクラフトなど、月2～3回様々な活動を行っている。
「服部緑地自然を育てる会」
服部緑地の生きものとのふれあいをテーマとし設立された団体で、公園の管理や管理手法に関する提案や、湿地の再生、水環境の回復、昆虫の集まる草地管理など、月2回の様々な活動を行っている。

	○服部緑地において定期的に活動しているボランティア団体は現在13団体あり、服部緑地の特性を活かして独自の活動を行っている。
【主な団体と活動内容】
「竹レンジャー」
・竹林管理や工作教室の実施
「この指たかれ」
・植物園内の樹木・草花の案
　内
「服部緑地都市緑化植物園友
の会」
・ハーブ園の案内、講習会の
実施
○指定管理者の発案により、地域の関係団体で構成する「みどり文化地域を育てる協議会」を設置。公園の利用促進をきっかけとした地域活性化を目的に様々な連携イベントや広報発信等を実施している。
H26実績：約200件のイベントを実施
【構成メンバー】
電鉄、大学、FM千里、市商工会議所、乗馬センター、日本センチュリー交響楽団、日本民家集落博物館、服部緑地指定管理グループ、大阪府　他
	平成18年度に指定管理者制度を導入したことにより、指定管理者の発案による協議会が発足し、地域活性化を目的としたイベント等が積極的に実施されている。


	事業の投資効果
＜費用便益分析＞
または
＜代替指標＞
	[効果項目]
直接利用価値
間接利用価値
[分析結果]
○事業全体
　B/C ＝4.21
B＝2,231.8億円
C＝529.8億円
[算出方法]
・直接利用効果
　健康・心理的なうるおい・レクリエーション空間の提供
・間接利用効果
都市環境維持・改善
都市景観の保全提供
都市防災機能の確保
[受益者]
公園利用者、周辺住民
※改訂　大規模公園費用対効果分析手法マニュアル
（H16.2発行　国土交通省都市部・地域整備局公園緑地課監修）

	[効果項目]
直接利用価値
間接利用価値
[分析結果]
○事業全体
　B/C ＝4.06
B ＝1,966.8億円
C=483.9億円
○残事業
B/C ＝1.24
B ＝1,173（百万円）　　　　　　　　　　　　　　　
C　=949（百万円）
[算出方法]
・直接利用効果
　健康・心理的なうるおい・レクリエーション空間の提供
・間接利用効果
都市環境維持・改善
都市景観の保全提供
都市防災機能の確保
[受益者]
公園利用者、周辺住民
※改訂第３版 大規模公園費用対効果分析手法マニュアル
（H25.10発行　国土交通省都市局公園緑地・景観課監修）
	・費用対効果分析手法マニュアルの改訂（平成25年10月）による算出式・パラメータの変更




	
	【事前評価時点H17】
	【再評価時点H27】
	【変動要因の分析】

	事業効果の
定性的分析
（安心・安全、活力、快適性等の有効性）
	[効果項目]
都市環境維持・改善
都市景観の保全提供
都市防災機能の確保
[受益者]
公園利用者、周辺住民
	[効果項目]
都市環境維持・改善
都市景観の保全提供
都市防災機能の確保
[受益者]
公園利用者、周辺住民
	特になし

	事業の進捗状況
＜経過＞
①事業採択年度
②事業着工年度
③完成予定年度
	【認可予定区域（11.0ha）】
1 平成18年度
2 平成18年度
3 平成24年度
	【認可区域（7.6ha）】
1 平成18年度
2 平成18年度
3 平成34年度
	財政再建プログラム（案）による公共事業費削減

	＜進捗状況＞
	【認可予定区域（11.0ha）】
全体　11%
（9.6億円／88.0億円）
用地　13％
（9.6億円／77.0億円）
工事　0％
（0億円／11.0億円）
【全体（参考）】
全体　63%
（148億円／236億円）
用地　25％
（25.5億円／102.5億円）
工事　92％
（122.5億円／133.5億円）
	【認可区域（7.6ha）】
全体　67％
（19.0億円／28.5億円）
用地　91％
（19.0億円／20.9億円）
工事　0％
（0億円／7.6億円）
【全体（参考）】
全体　75%
（164.1億円／218.1億円）
用地　51％
（44.5億円／86.4億円）
工事　91％
（119.6億円／131.7億円）
	

	事業の必要性等に関する視点における判定（案）
	・服部緑地は、昭和16年に久宝寺、大泉、鶴見の各緑地とともに大阪都市計画緑地として計画決定された大阪四大緑地の一つである。大阪府公園基本構想においては「健康と生きがいを支える公園」として位置づけ、豊中市と吹田市にまたがり、千里丘陵の西端に位置する北大阪地域のレクリエーションの拠点となっている。
・周辺地域での大規模マンション建設等の急速な宅地開発が進んでいるため、竹林の適正管理を図ることにより景観や環境を保全・活用することが必要である。
・大阪府地域防災計画において後方支援活動拠点として位置付けられており、災害時の重要な防災拠点となっている。また豊中市、吹田市の地域防災計画において広域避難場所として位置づけられており、今回評価対象区域において安全な避難路の確保を行い防災機能の充実を図るものである。
以上のことから、必要性については変化がないことから、継続する。


３事業の進捗の見込みの視点
	事業の進捗の見込みの視点における
判定（案）
	・事業認可区域の用地買収は、約91％進捗している。
・買収済みエリアから順次工事に着手予定であり、平成34年度の完成を見込んでいる。




４コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
	コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点における
判定（案）
	[コスト縮減]
・事業認可区域における事業費の約73％は用地費である。
・竹林を保全・活用するため、施設整備は必要最小限としており、工事費については、造成工事、植栽工事、排水、電気・給水等の施設工事など、公園事業として必要な基盤となる工事であり、コスト縮減の余地はない。
 [代替案立案]
・当対象地は、事業地周辺において急速な宅地化が進む中、竹林の適正管理を図ることによって景観や環境を保全・活用し、千里丘陵につながる緑のネットワークの形成を図るとともに災害時の地域の防災拠点としての機能の充実を図るものであることから、代替案立案の余地はない。



５特記事項
	自然環境等への
影響とその対策
	当地域は、現在十分な管理がされていないため、密生し、林内への日差しがさえぎられ、良好な竹林景観にはなっておらず、また下草がないため表土が流され、枯れ木も残されたままの状態となっている。
　そこで、千里丘陵を代表する景観である竹林を保全することにより、その美しい竹林景観を後世に残し伝え、また現況の竹やその他常緑広葉樹等により構成された樹林地を保全・活用することによって、林床環境の改善を行い、生物多様性に資する良好な樹林を形成し、生きものにとって棲みやすい自然環境とし、人と生き物・植物とにふれあいの場を確保、復元する。

	前回評価時の意見具申（付帯意見）
と府の対応
	－

	その他
	[上位計画]
・大阪府公園基本構想（H5）
・大阪府都市整備中期計画（案）（H24）
[関連計画]
・大阪府地域防災計画（H26改訂）
・豊中市地域防災計画（H24改訂）
・吹田市地域防災計画（H26改訂）


６対応方針（原案）
	対応方針（原案）
	○事業継続
＜判断の理由＞
・周辺地域での大規模マンション建設等の急速な宅地開発が進んでいるため、竹林の適正管理を図ることにより景観や環境を保全・活用する。
・大阪府地域防災計画において後方支援活動拠点として位置付けられており、災害時の重要な防災拠点となっている。また豊中市、吹田市の地域防災計画において広域避難場所として位置づけられており、認可区域において安全な避難路の確保を行い防災機能の充実を図るものである。
・財政再建プログラム案（H20～H23）及びその後の財政構造改革による事業費の圧縮に伴い事業進捗が遅れているが、事業認可区域の用地買収は約91％進捗しており、買収済みエリアから順次工事に着手予定であり、平成34年度の完成を見込んでいる。
以上のことから、事業を継続する。












